
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Vol.1 

■ 今号のテーマ紹介（最近の事故傾向と、未然に防ぐためのヒント） 

 

1. 最近の事故状況（ 実際にあった事例！！） 

 

このところ、事故のご相談が少しずつ増えてきています。季節の変わり目や慌ただしい日々の中

で、思わぬけがやトラブルが起こりやすくなっているようです。皆さまにおかれましては、日々の安全

に改めてご留意いただけますようお願い申し上げます。 

 

危 険！ 

・提供会員が依頼会員の子どもを自転車で送迎中、 

踏切内の縁石にぶつかり転倒 ！ 

事故後に予想されること！ 

① 子どものけがの有無と対応 

転倒によるけが（打撲・擦り傷・骨折などの可能性） → 医療機関の受診が必要 

精神的ショック（泣き出す、怖がるなど）へのケアも重要 

② 提供会員のけがや精神的負担 

転倒によるけが（打撲・擦り傷・骨折などの可能性） → 医療機関の受診が必要 

「自分のせいで…」という心理的ストレス 

③ 保険対応の必要性 

傷害保険の適用（子ども・提供会員） 

賠償責任保険の検討（第三者や物損があった場合） 

④ 保護者・依頼会員への報告と信頼関係の維持 

事故の詳細説明と謝罪・今後の対応方針の共有 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２. 今後の防止策（実践的な視点から） 

 

① 送迎ルートの見直し  

 

踏切や段差の多い道を避ける、安全な歩道・自転車道を優先する 

 

② 事前の現地確認と危険箇所の共有 

提供会員・依頼会員間でルートを共有し、危険ポイントを事前に確認 

 

 

 

 

 

2.  

 

 

 

   最近、送迎中の事故が実際に発生しています。特に踏切や段差のある道では、思わぬ転倒やけがにつながるこ

とも。安全なルートの確認や、ヘルメットの着用など、日々の備えが大切です。大切なお子さまを守るため、今一

度、安全確認をお願いいたします。 

 

コラム：その道 ほんとうに安全ですか？ 

「いつもの道だから大丈夫」——そう思っていた踏切で、 

転倒事故が起きました。提供会員さんが依頼会員の 

お子さんを送迎中、自転車が縁石にぶつかり、思わぬ 

転倒に・・・ 

事故は、ほんの一瞬の油断や、道のちょっとした変化で 

起こります。送迎ルートの見直しや、段差のある場所で 

の自転車の扱い方など、できることはたくさんあります。 

大切なお子さんの安全のために、 

今日からできる小さな工夫を、ぜひご一緒に。 

 

２．今後の防止策（実践的な視点から） 

コラム：その道 ほんとうに安全ですか？ 

@ 女性労働協会 保険担当 



 

 

移動サービス専用自動車保険 加入センター  加入タイプ：車両保険なし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   日々の安心は、ちいさな備えから。 

女性労働協会は、これからも、子育て支援活動にそっと寄り添える保険でありたいと思います。 

ご不明な点やご相談がありましたら、いつでもお気軽にご連絡ください。 

皆さまの安心を、これからも丁寧に支えてまいります。 

 

■ 移動サービス専用自動車保険（ 実際にあった事例！！） 

 

保育園の駐車場にバックで車庫入れをしようとし車を切り返そうとした時、後方を確認しながらギアを

リバースに入れ、アクセルを踏んだ所ギアはドライブになっていて、前方に停まっていた車に接触した。 

 

 

 

3.  

 

 

 

「こんなにかかるとは思わなかった…」 

そんな声が出たのは、駐車場での接触事故。相手のお車の修理費はなんと 9０万円超！保険が

なければ大きな負担になるところでしたが、対物賠償保険で約１００万円が支払われ、無事に解

決しました。万が一の備えとして、保険の大切さを改めて感じる事例となりました。 

 

インフルエンザ流行中！ 

冬は空気が乾燥し、体調を崩しやすい季節です。特にインフルエンザが流行しています。インフルエ

ンザは保険の対象ではありません※が、予防がとても大切です。 ※お見舞金制度の対象となる場合があ

ります。詳しくは女性労働協会までお問い合わせください。 

 ・手洗い・うがいをしっかりする 

 ・十分な睡眠とバランスのよい食事  

・教室や部屋の換気を忘れない  

そして、体調が悪いかな？と思ったら活動を控えることも重要です！ これらを心がけて、みんなで

元気に冬を過ごしましょう！ 


